
専
科
動
法
講
座
「
装
い
に
お
け
る
和
の
研
究
会
」
開
催
の
ご
案
内 

  

晴
風
学
舎
で
は
な
ぜ
稽
古
着
が
奨
励
さ
れ
る
の
か
。 

着
物
を
着
る
と
い
う
こ
と
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
日
本
人
の
身
体
感
覚
を
さ
ぐ
る
専
科
動
法
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
「
着
物
を
着
る
」
と
い
う
事
の
中
に
は
、
季
節
に
よ
っ
て
袷
、
単
を
着
分
け
る
感
覚
の
違
い
、

普
段
着
と
礼
装
の
感
覚
の
違
い
、
日
本
の
各
地
方
の
布
を
ま
と
っ
た
時
の
感
覚
の
違
い
な
ど
、
稽
古
法
を
研
究
す
る

題
材
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
着
物
を
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
動
作
の
制
限
は
、
お
の
ず
と
動
法
の
学
び
に
直
結
し
、
そ
こ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
へ
の
広
が
り
の
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
回
の
講
座
で
は
、
「
着
付
け
」
か
ら
「
女
動
法
」
へ
と
進
み
、
そ
の
身
体
が
発
す
る
日
本
語
の
言
葉
や
歌
謡
へ

と
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
一
つ
の
流
れ
で
稽
古
す
る
こ
と
で
、「
動
け
な
い
・
で
き
な
い
・
感
じ
な
い
」
を

ゆ
っ
く
り
経
験
し
、
今
日
の
身
体
に
纏
っ
た
衣
が
、
最
後
に
は
身
体
に
な
じ
ん
で
消
え
て
い
く
よ
う
な
稽
古
を
目
指

し
ま
す
。 

 

稽
古
会
概
要 

 

日
時 

：
二
〇
二
六
年
九
月
十
八
日(

金)

、
十
月
十
六
日(

金)

、
十
一
月
二
十
日(

金) 
 

各
回 

十
二
時
～
十
五
時 

会
場 

：
狛
江
稽
古
場 

（
狛
江
市
元
和
泉
二―

十
四―

二
） 

担
当 

：
松
本
多
佳
子
（
技
術
研
究
員
）
／
小
泉
明
美
（
技
術
研
究
員
）
／
佐
草
夏
美
（
動
法
教
授
者
） 

会
費 

：
三
回
通
し 

一
万
円 

（
単
発
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

条
件 

：
女
性
限
定
。
晴
風
学
舎
会
員
で
あ
る
こ
と
。 

種
目 

：
日
本
の
服
飾
文
化
の
研
究 

持
ち
物
：
長
着
（
浴
衣
も
可
）、 

長
襦
袢 

半
襦
袢
の
ど
ち
ら
か
、
肌
着
、
裾
除
け
、 

伊
達
締
め
一
本
、
腰
紐
三
本
、 

半
幅
帯
、
帯
板
、
帯
締
め
、
足
袋
、
手
拭
い
、
風
呂
敷
（
着
付
け
一
式
を
置
き
ま
す
） 

 

ご
予
約
：(

電
話) 
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（
佐
草
） 


